
ＫＥＳ取組事例の御紹介 

  ＥＳＧやＳＤＧｓへの取組で新しい企業価値を創造！ 
   ～令和３年度環境マネジメントセミナーの講演から～ 

■ ＫＥＳとは 

✓ 中小企業にも取り組みやすい京都発祥の環境マネジメントシステム 

✓ 活動方針や目標を自ら設定し，ＰＤＣＡサイクルを回して目標達成に向けた取組を推進 

✓ 方針や目標を設定する際にＥＳＧやＳＤＧｓへの視点も含めることで，社会情勢にも対応した

ＫＥＳ活動を行い，事業継続に役立てることが可能 

✓ 環境経営の取組の第一歩として，京都市はＫＥＳの活用をお勧めしています。 

【宮本電気工事株式会社】 （設立：昭和４０年６月 所在地：京都市右京区） 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ 取組内容や目標を設定するうえで本業にいかすことを意識している部分は？ 

脱炭素化に向けた取組が加速し，顧客からの需要も感じている中，この流れに対応することが

ビジネスチャンスだと考え，ＥＶ自動車充電設備設置営業を始めました。この取組は環境経営の

考え方と非常に合っていると考え，取組項目にも含め，活動を行っています。 

ＫＥＳの取組が事業とつながっていないと負担が大きいと感じるので，事業活動が前進すると

ＫＥＳの目標を達成できるという形が望ましいと思っています。 

Ｑ 今後の展望は？ 

  ＥＶ自動車充電設備設置事業を進めて，いずれはＫＥＳの目標も設置件数にしていきたいです。 

  全ての取組が仕事につながっていくと考えるとモチベーションも高まり，ワクワクしています。 

【株式会社ＦＵＫＵＤＡ】 （創業：昭和４４年９月 所在地：京都市山科区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ 取組内容や目標を設定するうえでＳＤＧｓ・ＥＳＧへの対応を意識している部分は？ 

社員全員が７０歳まで働ける環境を作るため，ＫＥＳを含め様々な目標を設定しています。 

ステップ２ＳＲへ移行した際には，弊社が運営するオイルの量り売り「ＩＢＣローリーサービ

ス」を環境配慮型商品と捉え，ＳＲ（社会的責任）課題の一つとして取組を進めていました。 

昨年からはステップ２へ移行し，従来のＳＲ活動はＳＤＧｓへの取組として，現在も継続して

運営しています。 

Ｑ ＫＥＳの取組に期待することは？ 

 ＫＥＳを始めたことで，報告，連絡，相談がスムーズに行えるようになり，ＫＥＳは環境だけで

なく全体のマネジメントの改善ができるシステムであると考えています。 

  環境への取組を軸にしながらＳＤＧｓなど環境以外の取組へと発展していけたらと思います。 

事 業 内 容：電気設備工事の設計，施工管理 

       及びこれに付帯する工事 

ＫＥＳ取組歴：平成１９年 ステップ１登録 

＜令和３年度のＫＥＳ取組内容＞ 

・ＥＶ自動車充電設備設置営業及び設置の推進（営業件数） 

・敷地内緑化の推進 ・事業所周辺の清掃活動 

 

事 業 内 容：潤滑油総合卸売り販売及びそれに付帯する一切の業務 

ＫＥＳ取組歴：平成２１年 ステップ１登録 

       平成２５年 ステップ２ＳＲへ移行 

       平成２６年 京都環境賞 ＫＥＳ推進賞受賞 

       令和 ３年 ステップ２へ移行 

＜令和３年度のＫＥＳ取組内容＞ 

 ・自動車燃料使用量の３％削減 ・希少植物の育成 

・ＯＡ用紙使用量の１０％削減 ・会社周辺の清掃（毎日）  

・エコ商品の販売・提案５％ＵＰ 

敷地内緑化の推進の様子 

清掃活動の様子 

 事業展開を KES取組目標に！ 

ＳＲ活動を次のステージへ！  



【京都信用保証協会】 （設立：昭和１４年８月 所在地：京都市下京区） 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ ＫＥＳを始められたきっかけは？ 

「金融と経営の総合支援サービス機関」として，中小企業者の皆様の事業活動を通じた環境負

荷を低減する取組を支援するとともに，当協会も，持続可能な社会を目指すオール京都の一員と

して，環境経営を意識した事業活動に主体的に取り組んでいく必要がありました。環境負荷の低

減をどのように進めていくかを検討した結果，京都発の環境マネジメントシステムである   

「ＫＥＳ」に取り組むこととしました。 

Ｑ 取組内容や目標を設定するうえで本業やＳＤＧｓ・ＥＳＧを意識している部分は？ 

当協会は，事務系のオフィスであり，事務用紙消費量や電気使用量の削減が，環境改善だけで

なく，働き方改革にもつながることを意識しています。 

また，ＫＥＳの取組は，当協会のＳＤＧｓの取組の一つである「社会的責任・環境保全」の一環

であり，協会が環境負荷の低減に率先して取り組むことで，今後，中小企業の皆様へのＳＤＧｓ，

環境経営の普及やマインド醸成にもつながると考えています。 

 

■ ＳＤＧｓ・ＥＳＧへ対応した取組設定について（特定非営利活動法人ＫＥＳ環境機構） 

KESのシステムは，SDGs取組の基盤として機能させることが可能です。組織としてSDGsに取り組む内容を設

定し，そこで挙げているサスティナビリティ（持続可能性）課題について，環境課題以外の課題も併せてKES規格

に適合する形で取組を実行することにより，企業

が SDGs にどのように取り組むべきかを示した

国際的な行動指針である「SDGsコンパス」とも

整合性の高い取組が行えます。また，規格に適合

するまで体制を構築できなくても，KESの規格を

活用することで効果的に取組を進めていくこと

ができます。 

取組を進める中で，活動の初期は環境課題を中

心として KES規格に適合した管理を行い，段階

的に取組の範囲を環境課題からその他の課題へ

と広げていくことで，組織の環境マネジメントシ

ステムを次第にサスティナビリティ全体に対応

したマネジメントシステムに進化させることが

可能となります。 

業 務 内 容：中小企業・小規模事業者の金融円滑化のための公的機関 

ＫＥＳ取得歴：令和３年 ステップ２取得 

＜令和３年度のＫＥＳ取組内容＞ 

 ・温室効果ガス排出の削減 ・廃棄物発生量の削減 

 ・天然資源消費の抑制   ・エシカル消費の推進  

 ・省エネルギー・再生可能エネルギー導入 

【ＫＥＳに関するお問合せ】 特定非営利活動法人ＫＥＳ環境機構 

              京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町７８番地 京都経済センター ６階 

              ＴＥＬ：０７５-３４２-１１７０   ＦＡＸ：０７５-３４２-１１７７ 

発行：京都市環境政策局環境企画部環境管理課 令和４年３月（本紙に記載の取組事例は発行時点の情報です。）            

制作協力：特定非営利活動法人ＫＥＳ環境機構               京都市印刷物 第 035097号 

新規登録！地域企業への波及も目指す 

事業所の受付 

 

サスティナビリティ課題 

SDGsに取り組む範囲 

規格を活用して 

取り組む課題 

規格に適合して 

取り組む課題 

【KESの範囲】 

KESを活用した SDGs 取組のイメージ 

範囲が重なるよう 

近付けていく 


